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一
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国
民
経
済
論
と
経
営
経
済
論
が
、
並
存
す
る
と
い
う
従
来
の
考
え
方
は
、
も
ほ
や
本
来
的
に
は
妥
当
し
な
い
で
、
原
則
と
し
て
、
全
体
経
済
的
な
し
か
も
個
別
経
済
的
な
理
論
が
、
矛
盾
の
な
い
成
果
を
導
き
出
し
得
る
…
…
…
。
』
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原
価
発
生
の
基
盤
と
し
て
の
経
営
経
済
国
民
経
済
と
経
営
経
済
ー
経
営
経
済
の
国
民
経
済
的
機
能
国
民
経
済
価
格
と
経
営
経
済
価
格
ー
経
営
経
済
価
格
の
特
徴
原
価
発
生
の
基
盤
と
し
て
の
経
営
経
済
は
し
が
き
ー
経
営
経
済
概
念
の
考
察
目
次
国
（
山
上
）
（
以
上
四
巻
五
号
）
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
展
開
ー
結
語
付
表
ー
ー
計
算
例
な
ら
び
に
図
表
〔――〕
〔―〕
〔一〕
第
三
章
〔五〕
〔四〕
〔――〕
操
業
度
・
注
文
と
原
価
分
類
ー
原
価
の
決
定
基
礎
〔二〕
〔一〕
第
二
章
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
原
価
の
分
類
と
捕
捉
計
算
価
格
の
種
類
ー
原
価
計
算
に
お
け
る
評
価
原
価
理
論
と
国
民
経
済
原
価
理
論
と
価
値
創
造
計
算
産
出
国
民
経
済
所
得
の
測
定
と
価
値
創
造
計
算
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
経
営
概
念
と
減
価
償
却
費
の
取
扱
い
原
価
概
念
の
規
定
と
原
価
の
分
類
原
価
概
念
の
規
定
山
上
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
達 四八
（
本
号
）
（
以
上
四
巻
七
・
八
号
）
人
49 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
以
上
述
べ
て
来
た
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
を
要
約
し
そ
の
特
徴
と
理
論
的
前
提
を
指
摘
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
根
抵
に
あ
る
理
論
的
背
景
は
、
彼
の
経
済
観
ー
と
り
わ
け
国
民
経
済
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
即
ち
彼
に
あ
っ
て
は
経
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
済
活
動
は
、
人
間
生
活
に
対
す
る
手
段
と
し
て
従
属
し
、
特
殊
な
経
済
は
実
際
と
与
件
の
不
一
致
と
い
う
危
険
を
克
服
す
る
た
め
の
計
画
・
選
択
．
、
、
、
、
、
、
比
較
を
行
う
精
神
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
消
費
力
（
需
要
）
が
生
産
力
に
対
し
て
優
位
に
あ
り
し
か
も
両
者
が
並
列
し
て
理
解
さ
、
、
、
れ
、
経
済
活
動
も
絶
え
ず
貨
幣
面
お
よ
び
財
貨
面
と
い
う
同
列
の
側
面
か
ら
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
一
章
一
節
）
。
こ
の
経
済
観
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
V
ー
マ
ソ
の
原
価
理
論
の
把
握
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
思
考
は
原
価
理
論
に
主
観
的
立
場
を
与
え
る
前
提
で
あ
る
註
糾
か
ら
で
あ
る
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
理
論
的
支
柱
は
、
前
述
の
経
済
観
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
価
値
論
で
あ
る
。
主
観
的
価
値
論
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
彼
の
価
値
論
か
ら
、
経
営
経
済
価
格
は
も
は
や
国
民
経
済
に
お
い
て
成
立
す
る
客
観
的
基
礎
を
も
た
ず
、
す
ぐ
れ
て
個
別
経
営
内
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
計
算
価
格
と
し
て
の
本
質
を
も
つ
の
で
あ
る
（
一
章
二
節
）
。
原
価
は
こ
こ
【五】
原
価
理
論
と
国
民
経
済
国
（
山
上
）
四
九
の
で
あ
っ
た
。
国
民
経
済
所
得
の
産
出
と
い
う
機
能
に
対
し
て
、
原
価
理
で
は
主
観
的
・
選
択
的
な
経
営
事
象
の
管
理
手
段
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
技
術
的
な
観
点
に
立
つ
経
営
経
済
概
念
す
な
わ
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
場
所
・
領
域
と
い
う
技
術
的
・
機
械
的
な
分
類
基
準
か
ら
区
分
す
る
レ
ー
マ
ン
の
経
営
概
念
は
、
ま
た
彼
の
原
価
理
論
の
具
体
的
媒
介
環
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
（
一
章
三
節
）
。
経
営
事
象
を
す
な
わ
ち
「
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
」
に
稼
動
す
る
一
切
の
物
財
の
価
値
費
消
は
原
価
性
を
も
ち
、
個
々
の
経
営
取
引
段
階
に
お
い
て
種
々
の
原
価
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る。
か
く
て
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
、
原
価
は
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
お
け
る
物
財
の
価
値
費
消
す
な
わ
ち
、
経
営
給
付
仕
上
げ
に
必
要
な
諸
財
・
諸
価
値
の
消
耗
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
経
営
に
関
係
す
る
諸
要
因
か
ら
原
価
計
算
の
諸
目
的
・
課
題
に
照
応
す
る
よ
う
に
、
原
価
計
算
上
の
評
価
基
準
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
多
様
な
原
価
（
第
二
章
）
が
分
類
さ
れ
る
の
註
②
③
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
が
主
観
的
・
個
別
経
営
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
現
代
の
経
営
理
論
か
ら
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
経
営
経
済
は
国
民
経
済
の
所
得
産
出
に
役
立
つ
細
胞
と
し
て
生
産
領
域
た
る
意
義
を
も
つ
も
論
は
産
出
所
得
の
測
定
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
マ
ン
の
経
営
理
論
に
あ
っ
て
は
経
営
経
済
は
た
え
ず
、
国
民
経
済
の
一
環
と
し
50 
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（註）
1
て
の
機
能
を
も
ち
、
そ
れ
は
国
民
所
得
の
産
出
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
る
（
一
章
一
節
）
。
経
営
経
済
の
立
場
か
ら
、
国
民
経
済
と
の
関
係
を
問
題
に
し
、
経
営
経
済
の
存
立
を
述
べ
る
の
は
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
、
国
民
所
得
の
測
定
に
お
い
て
、
原
価
理
論
は
そ
の
主
親
的
個
別
経
営
的
観
点
と
国
民
経
済
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
結
節
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ー
マ
ン
の
原
価
理
論
は
、
国
民
経
済
の
関
係
を
問
題
と
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
次
い
で
彼
の
「
価
値
創
造
計
算
」
に
お
け
る
所
説
の
展
開
を
み
て
み
よ
う
。
国
民
経
済
の
再
生
産
を
考
え
る
場
合
に
は
、
経
済
活
動
こ
そ
、
人
間
生
活
の
基
礎
で
あ
り
、
従
っ
て
特
殊
経
済
活
動
も
客
観
的
国
民
経
済
法
則
に
支
配
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
、
生
産
力
が
基
礎
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
貨
幣
の
成
立
の
論
理
的
・
歴
史
的
過
程
か
ら
は
当
然
、
財
貨
世
界
が
経
済
亭
象
の
根
抵
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
ー
マ
ン
の
経
済
観
か
ら
前
述
の
「
価
格
は
価
値
の
貨
幣
的
表
現
」
で
あ
り
、
「
価
格
に
物
財
数
董
を
乗
じ
た
も
の
が
価
値
」
（
形
式
面
）
で
あ
る
と
い
う
価
値
関
係
論
的
思
考
が
生
ず
る
。
こ
こ
に
彼
の
主
観
的
・
個
別
経
営
的
原
価
理
論
の
生
ず
る
背
景
が
み
ら
れ
る
。
国
民
経
済
の
再
生
産
を
思
考
の
基
底
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
レ
ー
マ
ソ
は
工
学
に
造
詣
の
深
い
技
術
家
で
も
あ
る
の
で
、
彼
の
原
価
理
論
は
技
術
的
色
彩
が
濃
く
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
理
論
上
よ
り
も
実
践
面
に
お
い
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
も
の
と
い
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
（
山
上
）
え
る
。
ま
た
多
数
の
例
示
と
表
を
示
し
て
、
極
め
て
綿
密
に
分
類
学
的
に
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
論
究
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
書
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
網
羅
的
な
教
科
書
と
し
て
の
特
色
を
も
つ
も
の
で
原
価
理
論
を
特
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
即
ち
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
は
技
術
的
・
実
務
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
基
礎
は
究
極
的
に
ほ
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
思
考
に
も
と
づ
い
て
い
る。
3
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
特
徴
は
、
経
営
経
済
の
管
理
面
を
強
調
し
、
特
に
限
界
原
価
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
第
六
部
「
原
価
計
算
の
課
題
」
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
田
原
価
計
算
の
価
格
計
算
的
課
題
②
原
価
計
算
の
経
済
性
計
算
的
課
題
口
田
原
価
計
算
の
計
算
実
務
的
課
題
②
間
接
的
管
理
課
題
③
直
接
的
管
理
課
題
④
準
備
的
課
題
固
統
制
的
課
題
(
-
0表
参
照
）
国
田
原
価
計
算
の
外
部
市
場
政
策
的
課
題
②
内
部
経
営
政
策
的
課
題
（
二
四
表
参
照
）
の
一
＝
区
分
観
点
か
ら
次
の
四
つ
の
原
価
計
算
領
域
即
ち
⑱
経
営
の
外
部
価
格
政
策
に
役
立
つ
価
格
計
算
⑮
内
部
経
営
遂
行
に
役
立
つ
即
ち
経
営
遂
行
原
価
計
算
c
経
済
性
計
算
と
し
て
間
接
的
管
理
に
役
立
つ
経
営
原
価
計
算
⑪
副
次
的
領
域
ー
を
示
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
る
原
価
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
価
計
算
課
題
に
対
し
て
多
様
な
原
価
を
用
い
る
の
で
あ
る
(
. 
a.a. 
O." S
S
.
 
211ー
3
)
。
な
お
原
価
計
算
的
課
題
と
の
関
係
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
価
理
論
は
実
践
的
・
具
体
的
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
。
五
〇
51 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
レ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
価
値
創
造
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
五
用
い
ら
れ
る
。
所
得
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
商
圧
依
1
こ
f
ぃ
苺
濡
浬
寧
1
1
郡
走
踪
ー
茸
裕
f
t
〔
l
〕
第
三
章
原
価
理
論
と
価
値
創
造
計
算
産
出
国
民
経
済
所
得
の
測
定
と
価
値
創
造
計
算
註
田
「
価
値
創
造
計
算
に
よ
る
給
付
測
定
」
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
経
営
給
付
の
計
算
的
捕
捉
と
そ
の
統
計
的
比
較
方
法
に
霞
要
な
意
義
を
与
え
、
全
体
的
経
営
給
付
に
対
す
る
尺
度
値
で
あ
る
価
値
創
造
の
計
算
・
把
握
の
必
要
性
を
述
べ
「
国
民
経
済
に
対
す
る
個
別
経
営
の
寄
与
と
し
て
の
価
値
創
造
」
の
把
握
を
原
価
計
算
形
体
に
禅
入
し
、
価
値
創
造
計
算
の
形
式
と
実
行
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
経
営
経
済
は
国
民
経
済
の
細
胞
と
し
て
国
民
経
済
所
得
の
産
出
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
が
、
如
何
程
の
貢
献
を
国
民
経
済
に
与
え
た
か
を
捕
捉
す
る
た
め
に
価
値
創
造
計
算
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
個
別
経
営
の
成
果
計
算
•
原
価
計
算
技
術
が
個
別
経
営
的
・
主
観
的
な
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
は
、
価
値
創
造
的
思
考
す
な
わ
ち
国
民
経
済
所
得
産
出
の
測
定
を
湛
⑫
問
題
と
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
ヵ
価
値
創
造
計
算
は
彼
の
原
価
理
論
の
発
展
方
向
と
し
て
―
つ
の
示
唆
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
曰
（
山
上
）
う
か
。
「
価
値
創
造
は
国
民
経
済
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
経
営
が
国
民
経
済
な
い
し
は
全
体
経
済
の
全
所
得
あ
る
い
は
そ
の
社
会
生
産
物
に
対
し
註
畑
て
貢
献
し
た
割
当
分
で
あ
る
」
す
な
わ
ち
「
茸
茜
華
賑
1
1
回
邪
際
菜
0
浬
芭
g
『
f
が
（
菌
〗
＝
）
際
瞬0
濤
弄
中
」
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
「
現
代
の
貨
幣
信
用
経
済
の
下
で
は
国
民
所
得
し
た
が
っ
て
、
（
そ
れ
に
対
す
る
個
別
経
営
の
寄
与
と
し
て
の
）
価
値
創
造
は
必
然
的
に
二
側
面
1
1
財
貨
所
得
面
と
貨
幣
所
得
面
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
価
値
創
造
は
二
面
的
概
念
で
お
が
」
。
し
た
が
っ
て
「
言
吉
翌
距
1
1
蹄
王
位
t
fい
淀
罵
浬
寧
1
1
蹄
圧
依
h
沖
涛
漆
浬
寧
」
。
財
貨
所
得
面
は
ま
た
1
―
つ
の
構
成
分
か
ら
な
る
。
そ
の
一
っ
は
経
営
が
売
上
面
に
お
い
て
財
の
産
出
に
貢
献
す
る
部
分
ー
総
収
益
（
プ
ラ
ス
面
）
、
他
は
仕
入
面
に
お
い
て
泊
極
的
所
得
産
出
と
み
な
さ
れ
る
財
貨
消
費
面
ー
前
給
付
原
価
（
マ
イ
ナ
ス
面
）
で
あ
り
、
両
者
の
差
が
産
出
さ
れ
た
財
貨
涸
室
」
。
貨
幣
所
得
面
は
価
値
的
に
は
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
と
同
額
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
経
営
が
種
々
な
る
社
会
関
係
者
に
直
接
に
役
立
つ
と
い
う
事
実
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
営
の
社
会
関
係
者
は
、
⑱
広
義
の
工
場
労
務
者
ー
独
立
企
業
家
・
経
営
指
蒋
者
を
含
む
、
⑮
財
政
官
庁
を
通
じ
て
の
全
体
の
代
表
者
ー
国
家
、
c
資
本
供
給
者
の
三
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
社
会
関
係
層
に
よ
っ
て
労
働
収
益
（
従
業
員
の
分
配
分
ー
主
な
る
52 
す
な
わ
ち
「
商
王
酸
h
沖
濡
泰
浬
寧
1
1
涼
塞
走
猷
＋
応
沖
淀
欺
＋
滴
料
活
猷
」
。
今
、
以
上
の
レ
ー
マ
ソ
の
価
値
創
造
概
念
を
簿
記
形
式
で
示
す
と
註
固
二
五
表
の
よ
う
に
な
る
（
こ
の
価
値
創
造
計
算
の
計
算
把
握
形
式
を
示
す
表
は
「
経
営
経
済
的
簿
記
決
算
1
1
成
果
計
算
に
照
応
す
る
価
値
創
造
思
考
25表 価値創造の捕捉形式
借方 貸方
〇前給付原価＝外部から受入れた物
財価値(-)
{: :：償：費
3. 外部用役費
4. 危険費
〇産出財貨所得としての価値創造
＝産出貨幣所得としての価値創造
｛1. 労働収益
2. 公共収益
3. 資本収益（残高）
〇総収益＝外部へ交付した物財
価値(+)
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
（
山
上
）
も
の
は
賃
金
給
料
）
、
公
共
収
益
（
全
体
の
分
配
分
な
か
ん
ず
く
税
金
）
お
よ
び
資
本
収
益
（
資
本
供
給
者
に
帰
す
額
・
残
高
の
性
格
を
も
つ
も
の
）
が
産
出
さ
れ
る
。
こ
の
三
者
の
合
計
が
産
出
さ
れ
た
貨
幣
所
得
で
あ
る
。
で
は
価
値
創
造
は
如
何
に
し
て
計
算
・
把
握
さ
れ
る
か
。
レ
ー
マ
ソ
は
い
う
。
「
価
値
創
造
計
算
は
、
新
し
い
計
算
目
的
に
適
合
す
る
簿
記
決
算
の
一
部
分
と
し
て
の
成
果
計
算
の
形
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
通
常
註
⑥
の
成
果
計
算
か
ら
導
き
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
ま
た
「
価
値
創
造
は
経
営
給
付
の
大
き
さ
で
あ
る
た
め
…
・
9
・
経
営
外
的
お
よ
び
臨
時
費
用
。
収
註
m
益
項
目
は
価
値
創
造
計
算
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
」
。
第
二
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
レ
ー
マ
ソ
は
物
財
の
貴
消
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
原
価
財
の
特
性
に
よ
る
原
価
の
区
分
か
ら
七
つ
の
原
価
種
類
グ
ル
ー
プ
を
区
別
し
た
が
、
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
こ
の
区
分
に
立
脚
し
て
、
借
方
側
（
前
給
付
原
価
）
に
材
料
費
・
減
価
償
却
喪
・
外
部
用
役
費
・
危
険
費
を
属
さ
せ
、
貸
方
（
総
収
益
）
か
ら
こ
れ
を
差
引
い
た
借
方
残
高
で
あ
る
価
値
創
造
の
項
目
グ
ル
ー
。
フ
に
労
務
費
・
共
同
体
費
•
利
子
費
を
属
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
価
値
創
造
項
目
に
属
す
る
一
二
つ
の
原
価
種
類
は
、
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
も
は
や
原
価
の
性
質
の
も
の
で
は
な
く
収
益
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
経
営
が
斉
ら
す
資
本
収
益
は
残
高
的
な
性
格
を
も
ち
、
そ
れ
は
更
に
外
部
資
本
供
与
者
に
対
す
る
資
本
収
益
の
割
当
（
他
人
資
本
利
子
）
ー
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
次
節
参
照
ー
と
、
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
割
当
分
（
残
部
）
に
分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
価
値
創
造
の
意
義
と
、
価
値
創
造
の
計
算
原
理
を
み
、
そ
の
へ
の
変
形
で
あ
る
と
い
う
）
。
五
53 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
（
註
）
1
価
値
創
造
的
思
考
ー
そ
れ
は
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
個
別
経
営
の
立
場
註
⑧
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
あ
る
が
、
国
民
経
済
所
得
の
測
定
と
い
う
国
民
経
済
関
係
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
原
価
理
論
が
―
つ
の
応
用
形
態
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
M.R. L
e
h
m
a
n
n
;
,
.
L
e
i
s
t
u
n
g
s
m
e
B
u
n
g
 
<lurch 
W
e
r
-
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
"
 1954 (
~
下
[
,
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
と
略
す
）
。
も
ち
ろ
ん
、
原
価
計
算
と
価
値
創
造
計
算
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
個
有
の
計
算
目
的
を
も
ち
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
同
じ
平
面
で
諭
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
価
値
創
造
計
算
に
用
い
ら
れ
る
原
価
種
類
も
、
い
わ
ゆ
る
原
価
計
算
上
の
原
価
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
原
価
理
論
の
一
つ
の
応
用
形
態
と
し
て
の
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
展
開
方
向
を
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
^
,
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S.11 
. W
 e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S.11 
^
,
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S.13
の
第
一
表
を
拡
充
修
正
し
た
。
,
.
W
 er
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
'
'
S
.
1
5
 
^
,
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S
S
.
1
5ー
16
価
値
創
造
の
捕
捉
を
行
う
湯
合
、
国
民
経
済
的
立
場
に
立
つ
か
、
あ
る
い
は
個
別
経
営
の
観
点
よ
り
み
る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
認
識
に
回
（
山
上
）
場
合
原
価
理
論
が
価
値
創
造
計
算
に
導
入
・
融
合
さ
れ
て
い
る
点
を
み
こ。t
 
五
到
達
す
る
。
レ
ー
マ
ン
価
値
創
造
計
算
は
個
別
経
営
的
観
点
に
立
っ
た
が
故
に
当
然
に
個
別
経
営
計
算
の
限
界
を
も
つ
が
、
し
か
し
、
同
時
に
国
民
経
済
所
得
と
い
う
価
値
創
造
を
取
上
げ
た
が
故
に
そ
の
原
価
理
論
に
多
く
の
示
唆
を
示
す
。
（
レ
ー
マ
ン
価
値
創
造
計
算
の
吟
味
に
つ
い
て
ほ
前
掲
の
二
つ
の
拙
稿
参
照
）
。
レ
ー
マ
ソ
は
、
価
値
創
造
の
産
出
場
所
と
し
て
「
狭
義
の
生
産
経
済
」
を
考
え
る
。
す
な
わ
ち
「
全
体
と
し
て
の
経
営
経
済
内
の
価
値
創
造
産
出
〔二〕
26表
全体としての経営経済内の価値創
造産出場所としての経営
の
取
扱
い
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
経
営
概
念
と
減
価
償
却
費
5ム
熙
疎
A
き
淀
q藍
栞
疇
玉
廿
溌
寓
嘩
迭
葉
澤
逃l
欧．
嘩
辻
茜
弥
ヰ
浬
官
＂
(
1
)
 
;ft
滋
鴻
1
,
0
6
1
,
2
1
4
(
3
}
迄
宦
寇
世
濤
8
3
,
0
6
5
(
5
)
 
?
1、
誤H
溶
疇
2
0
0
•
3
4
2
12•313 
(
7
ご
四
澤
濤
叫
J
t
1•356,934 
官
宝
塗
器
"
(2) 
$lj
＇
逗
壊
(6) 
:l1i 
Im f,I:
疇
(4) 
;f1J 
-1-
疇
宰
A
班
サ
咄
柔
1
9
,
8
5
3
粛
呻
苺
T
皿
口
凶
汁
淀
蹂
6
7
,
5
4
9
（
迄
誤
）
竿
減
榔
活
津
1•414 
g昧
苺
1
り
皿
口
濠
1
西
踪
6
7
,
5
4
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需
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五
a箔
朴
-
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．
涸
官
箋
憑
a益
皿
ヽ
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下
ー
7
嘩
辻
沌
吋
g
「
5
7
4
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8
6
0
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1
,
9
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1
•
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4
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,
8
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0
 
1
4
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,
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1•931•794 
滋
7
5
国
（
山
上
）
場
所
と
し
て
の
経
営
」
と
い
う
表
（
二
六
表
参
照
）
を
示
し
て
価
値
創
造
計
算
の
前
提
と
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
宙
宝
塗
巌
早
揖
r
L
A
0粛
疎
拷
津
ヰ
禎
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
1•931•794 
a
「
全
体
と
し
て
の
経
営
経
済
、
あ
る
い
は
財
務
経
済
的
企
業
と
生
産
経
済
的
経
営
を
包
括
す
る
全
体
。
計
算
的
に
は
こ
の
経
営
経
済
を
…
（
次
註
山
註
②
表
ー
ニ
七
表
の
）
…
総
成
果
計
算
で
行
う
」
。
ま
た
、
b
「
広
義
の
経
営
。
そ
れ
は
（
産
業
）
経
営
経
済
の
部
分
領
域
を
表
わ
し
、
特
に
原
価
計
算
の
経
営
表
象
に
照
応
し
、
ま
た
例
え
ば
特
にLS
~
〇
な
い
し
（
今
の
）
L
S
P
〔
原
価
に
基
づ
く
価
格
算
定
基
準
〕
の
範
囲
に
お
い
て
『
経
営
に
必
要
な
財
産
お
よ
び
狩
本
』
が
述
べ
ら
れ
る
場
合
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
営
概
念
に
対
し
て
ほ
本
来
的
な
生
産
活
動
が
主
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
顧
客
お
よ
び
供
給
者
に
対
す
る
信
用
経
済
関
係
す
な
わ
ち
同
時
に
財
務
経
済
的
性
質
で
あ
註
③
る
何
も
の
か
を
包
摂
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
」
。
C
「
最
後
に
第
一
子
は
狭
義
の
経
営
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
経
済
的
に
最
も
純
粋
な
形
式
に
お
け
る
産
業
活
動
に
注
意
す
る
場
合
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
か
ら
財
務
経
済
（
広
義
）
と
し
て
の
供
給
者
お
よ
び
顧
客
に
対
す
る
信
用
関
係
を
思
考
的
に
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
•
•
…
•
こ
の
観
点
の
下
で
先
ず
肝
要
な
こ
と
は
狭
義
の
経
営
が
国
民
経
済
的
財
貨
所
得
お
よ
び
貨
幣
所
得
に
対
す
る
貢
献
と
し
て
の
価
値
創
造
の
産
出
湯
所
あ
る
い
は
産
出
領
域
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
産
業
経
営
経
済
の
領
域
を
表
現
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
こ
こ
で
決
定
的
な
狭
義
の
産
業
経
営
観
は
価
値
創
造
計
算
の
形
成
に
対
し
て
大
き
な
意
義
が
五
四
55 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
す
な
わ
ち
、
価
値
創
造
の
産
出
場
所
と
し
て
の
経
営
は
純
粋
の
生
産
経
済
換
言
す
る
と
狭
義
の
経
営
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
本
来
的
な
生
産
活
動
の
註
油
み
が
問
題
と
な
り
財
務
信
用
経
済
要
素
は
全
く
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
前
に
み
た
よ
う
に
原
価
計
算
に
お
い
て
は
、
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
す
な
わ
ち
二
六
表
の
「
広
義
の
経
営
」
が
本
来
的
な
意
味
で
、
原
価
発
生
基
盤
と
し
て
認
識
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
反
し
て
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
凡
ゆ
る
財
務
信
用
面
を
排
除
し
た
純
粋
の
生
産
活
動
の
み
が
決
定
的
に
重
要
視
さ
れ
る
。
国
民
経
済
所
得
へ
の
貢
献
分
と
い
う
「
価
値
創
造
」
を
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
湯
合
に
は
、
財
務
信
用
関
係
を
排
除
し
な
け
れ
ば
正
し
い
計
算
が
行
、
、
、
、
、
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
生
産
の
み
が
問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
ー
こ
の
認
識
は
重
要
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
、
設
備
・
建
物
の
減
価
償
却
費
の
取
扱
い
と
、
設
備
・
建
物
の
貸
借
対
照
表
能
力
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
計
算
的
操
作
を
提
唱
す
る
。
こ
の
減
価
償
却
費
の
処
理
法
は
、
彼
の
原
価
理
論
に
―
つ
の
方
向
を
措
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
レ
ー
マ
ソ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
経
営
が
賃
借
し
た
設
備
・
建
物
で
稼
動
し
、
し
た
が
っ
て
賃
借
料
を
計
算
す
る
場
合
」
に
は
「
か
か
る
賃
借
料
は
周
知
の
よ
う
に
二
つ
の
（
主
要
な
）
構
成
部
分
、
す
な
わ
註
④
あ
る
。
日
（
山
上
）
五
五
ち
一
方
に
お
い
て
委
ね
ら
れ
た
設
備
価
値
の
減
価
償
却
費
お
よ
び
他
方
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
設
備
に
投
下
さ
れ
た
資
本
に
対
す
る
利
子
か
ら
構
成
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
他
人
の
設
備
に
つ
い
て
の
減
価
償
却
費
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
は
自
己
設
備
の
場
合
と
同
様
に
、
価
値
創
造
計
算
の
思
考
に
照
応
し
て
前
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
給
付
原
価
と
し
て
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
反
し
て
賃
借
料
の
中
に
含
ま
れ
る
利
子
額
は
価
値
創
造
（
計
算
技
術
的
意
味
の
）
の
項
目
な
い
し
は
（
経
営
で
産
出
さ
れ
た
）
資
本
収
益
の
項
目
グ
ル
ー
プ
内
で
計
算
す
ペ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
価
値
創
造
計
算
の
目
的
に
対
し
て
は
計
算
さ
れ
る
べ
き
あ
る
い
ほ
勘
定
さ
れ
た
賃
借
料
の
計
算
的
分
割
が
必
註
⑥
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
。
つ
ま
り
価
値
創
造
計
算
を
考
え
る
場
合
に
は
、
他
人
賃
借
設
備
の
賃
借
料
に
入
っ
て
い
る
減
価
償
却
費
部
分
を
も
、
前
給
付
原
価
に
入
れ
て
自
己
設
備
の
減
価
償
却
費
と
澁
m
同
様
に
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
正
し
い
価
値
創
造
額
に
は
到
着
し
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
経
営
の
価
値
創
造
計
算
が
純
粋
に
経
営
が
産
出
し
た
給
付
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
価
値
創
造
計
算
に
含
ま
れ
る
財
務
・
信
用
関
係
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
自
己
設
備
で
操
業
を
行
う
湯
合
も
、
他
人
の
賃
借
設
備
で
生
産
を
行
お
う
と
も
、
同
一
の
原
価
し
た
が
っ
て
同
じ
価
値
創
造
額
を
斉
ら
す
と
い
う
結
果
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
設
備
の
生
産
的
消
費
が
本
来
的
な
価
値
形
成
要
因
で
あ
り
、
資
本
56 
た
が
故
に
、
国
（
山
上
）
の
所
有
関
係
の
如
何
に
よ
っ
て
経
営
の
価
値
創
造
計
算
に
異
同
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
レ
ー
マ
ソ
の
論
理
は
彼
が
国
民
経
済
に
対
す
る
価
値
創
造
を
問
題
と
し
た
た
め
に
必
然
的
に
到
着
し
た
命
題
で
あ
る
。
な
お
レ
ー
マ
ン
は
計
算
割
引
額
に
含
ま
れ
る
財
務
信
用
要
素
の
除
去
、
管
理
労
働
と
実
行
労
働
の
対
価
の
区
分
、
お
よ
び
法
人
税
の
「
価
値
創
造
」
か
ら
の
分
離
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
価
値
創
造
的
思
考
か
ら
述
べ
て
い
る
こ
こ
で
は
減
価
償
却
費
の
取
扱
い
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
彼
の
理
論
屯
濶
ヵ的
根
拠
を
跡
づ
け
る
た
め
に
在
高
計
算
に
お
け
る
レ
ー
マ
ン
の
設
備
・
建
註
⑨、。
＞ヽ
註
皿
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
み
た
註
⑩
レ
ー
マ
ン
は
相
対
的
な
価
値
創
造
の
―
つ
で
あ
る
資
本
生
産
性
）
を
測
定
す
る
場
合
に
、
先
ず
「
資
本
の
大
き
さ
の
範
囲
」
亘
茜
差
賑
（
翌
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
資
本
の
大
き
さ
を
確
定
す
る
計
算
手
段
は
貸
借
対
照
表
で
あ
る
が
、
資
本
が
関
係
す
る
価
値
創
造
は
特
別
の
生
産
経
済
あ
る
い
は
狭
義
の
経
営
に
関
す
る
数
値
で
あ
っ
「
こ
こ
で
考
察
さ
れ
る
資
本
の
大
き
さ
の
確
認
に
役
立
つ
貸
借
対
照
表
計
算
は
、
特
殊
な
生
産
経
済
的
貸
借
対
照
表
で
な
け
れ
ば
な
ら
註
⑫
ず
」
、
こ
こ
で
の
資
本
は
特
殊
な
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
（
狭
義
）
が
働
く
実
体
価
値
の
総
体
に
対
す
る
抽
象
的
表
現
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
。
す
な
わ
ち
「
こ
の
よ
う
な
資
本
の
大
き
さ
の
確
定
に
役
立
つ
貸
借
対
照
表
註
⑬
計
算
を
実
体
資
本
貸
借
対
照
表
」
と
呼
び
、
そ
の
資
本
を
実
体
資
本
と
呼
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
「
凡
ゆ
る
財
務
経
済
お
よ
び
経
営
経
済
の
信
用
経
済
関
係
を
と
も
な
う
顕
客
お
よ
び
供
給
者
に
関
係
す
る
も
の
か
ら
影
勝
を
受
け
な
い
註
閥
資
本
の
大
き
さ
が
実
体
資
本
で
あ
り
」
、
そ
れ
以
外
の
財
務
的
関
係
は
そ
れ
に
照
応
す
る
総
貸
借
対
照
表
で
計
算
・
調
整
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
「
生
産
経
済
的
に
同
じ
実
体
資
本
を
も
っ
て
行
う
と
も
、
産
業
経
営
経
済
の
場
合
の
諸
事
情
の
下
で
は
財
務
経
済
的
信
用
関
韮
⑮
係
が
異
な
る
た
め
年
度
貸
借
対
照
表
利
益
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
」
と
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
財
務
経
済
的
要
素
か
ら
解
放
さ
れ
し
た
が
っ
て
純
粋
に
生
産
経
済
的
な
資
本
の
把
握
を
行
う
た
め
に
は
、
賃
借
設
備
・
建
物
は
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
い
う
。
「
所
期
の
価
値
創
造
に
照
応
す
る
実
体
資
本
に
お
い
て
、
賃
借
設
備
あ
る
い
は
建
註
⑯
物
を
含
め
る
場
合
に
は
意
味
の
あ
る
資
本
生
産
性
数
値
に
到
達
す
る
」
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
た
と
え
必
要
な
設
備
が
借
入
貨
幣
手
段
で
設
置
さ
れ
よ
う
と
、
ま
た
賃
借
さ
れ
よ
う
と
も
純
粋
経
営
的
あ
る
い
は
生
産
経
済
的
に
は
註
閻
ヽ
ヽ
、
、
同
じ
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
他
人
（
賃
借
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
設
備
は
自
己
設
備
と
同
様
に
評
価
さ
れ
…
…
貸
借
対
照
表
上
、
原
則
的
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
註
⑱
自
己
設
備
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
傍
点
簸
者
）
と
い
う
命
題
が
溝
き
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
二
八
表
の
よ
う
に
、
賃
借
設
備
を
貸
借
対
照
表
の
借
方
価
値
と
し
て
計
上
し
「
相
対
的
価
値
創
造
」
ん
で
い
る
。
五
六
（
資
本
生
産
57 
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
性
）
算
定
の
一
要
素
と
し
て
計
算
す
る
と
と
も
に
、
総
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
貸
方
項
目
と
し
て
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
計
算
的
取
28表 実体資本としての賃借設備
借方 実体資本貸借対照表
75,000 
200,000 
85,000 
20,000 
380,000 
借対
500,000 
貸方
自己設備
賃借設備
手持品
支払手段：経営に制約された
引当金（修繕および保証義務
に対する）
実体資本
10,000 
370,000 
380,000 
惜方 総 貸 照 表 貸方
実体資本
種々なる債権
370,000 
130,000 
回
（
山
上
）
要求された貸借信用
種々なる債務
資本 a/c
200,000 
90,000 
240,000 
500,000 
（
註
）
山
五
七
扱
い
に
関
し
て
は
、
賃
借
設
備
あ
る
い
は
建
物
は
経
営
実
体
資
本
部
分
と
註
頷
し
て
取
扱
わ
れ
る
」
註
⑳
こ
の
レ
ー
マ
ン
の
計
算
処
理
法
は
、
前
述
の
価
値
創
造
計
算
（
成
果
計
算
面
）
に
お
い
て
の
賃
借
設
備
の
減
価
償
却
費
の
計
上
と
照
応
し
て
、
含
蓄
あ
る
提
案
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
務
信
用
的
要
素
を
除
去
し
て
純
粋
に
生
産
経
済
的
に
稼
動
す
る
資
本
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
賃
借
設
備
に
も
実
体
資
本
能
力
を
与
え
る
こ
と
そ
れ
は
生
産
的
に
稼
動
す
る
資
本
と
そ
う
で
な
い
資
本
の
峻
別
を
意
味
す
る
。
29表 賃借料の分解計算
"
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S
S
.
1
8
ー
1
9
の
第
三
表
を
簡
約
化
し
た
。
例 I 例I[
設備の見稲価値
仮定減価僚却率
選ばれた計雰利率
賃借料の減価伯却部分
賃借料の計第利子部分
合計
契約賃借料
賃借料の過不足
200,000DM 
10形
1 
7 -彩
2 
20,000DM 
15,000DM 
35,000DM 
40,000DM 
+5,000DM 
200,000DM 
10彩
1 
7 -%  
2 
20,000DM 
15,000D M 
35,000DM 
30,000DM 
-5,000DM 
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②
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e
r
t
s
c
h
c
i
p
f
u
n
g
"
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③
シ
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u
n
g
"
S. 21 
山
シ
＾
We
r
t
s
c
h
c
i
p
f
u
n
g
"
 S. 21 
固
例
え
ば
、
経
営
が
産
出
し
た
資
本
収
益
の
う
ち
、
財
務
経
済
的
な
も
の
ー
他
人
資
本
利
子
は
前
の
表
の
価
値
創
造
計
算
か
ら
除
い
て
総
成
果
計
算
で
行
う
と
い
っ
て
い
る
。
(
^
,
a
.
a
.
0
.
"
S.21) 
⑥
^
＾
W
e
r
t
s
c
h
c
i
p
f
u
n
g
"
 S
.
3
4
 
切
賃
借
料
の
分
解
計
算
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
（
二
九
表
参
照
）
。
賃
借
設
備
価
値
は
自
己
設
備
に
つ
い
て
原
価
計
算
目
的
上
か
ら
行
う
の
と
同
様
の
方
法
即
ち
、
原
価
計
算
的
に
必
要
な
減
価
償
却
費
と
原
価
計
算
利
子
の
確
認
を
専
門
家
に
よ
っ
て
行
う
。
そ
こ
で
見
旗
償
却
期
間
・
減
価
償
却
率
と
測
定
さ
れ
る
計
算
利
率
が
明
ら
か
と
な
る
。
な
お
同
表
に
つ
い
て
計
算
賃
借
料
の
合
計
は
、
賃
借
人
と
賃
貸
人
の
経
済
努
力
関
係
の
た
め
、
必
ず
し
も
協
定
賃
借
料
と
の
一
致
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
。
（
．
＾
a
.
a
.
O." S. 
35) 
⑧
こ
れ
ら
の
取
扱
い
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稀
「
レ
ー
マ
ソ
価
値
創
造
計
算
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。
⑨
原
価
理
論
か
ら
は
直
接
的
に
は
離
れ
る
が
こ
れ
に
よ
っ
て
レ
ー
マ
ン
の
価
値
創
造
思
考
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩
前
給
付
原
価
・
総
収
益
・
価
値
創
造
の
数
値
（
即
ち
絶
対
的
価
値
創
造
）
を
組
合
せ
て
、
経
営
の
経
済
性
を
比
較
考
量
す
る
比
率
を
相
対
的
価
値
創
造
と
名
づ
け
て
い
る
。
(
6
^
a
.
a
.
0
.
"
 S.22) 
相
対
的
価
値
創
造
に
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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濠
料
号
蝕
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菫
）
等
。
濠
卦
淀
財
寄
I
こ
れ
ら
の
紹
介
と
吟
味
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。
⑫
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S
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W
e
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h
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u
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`
S
.
5
2
 
閻
＾
•
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S. 53 
⑱
≪
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S. 53 
⑲
"
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
"
 S. 54 
⑳
価
値
創
造
と
資
本
と
の
関
係
ひ
い
て
「
資
本
」
生
産
性
の
本
質
に
つ
い
て
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
参
照
。
〔三〕
以
上
わ
れ
わ
れ
は
価
値
創
造
計
算
に
お
け
る
場
合
の
減
価
償
却
費
（
お
よ
び
設
備
・
建
物
）
の
取
扱
い
ー
特
に
賃
借
設
備
と
そ
の
減
価
償
却
費
の
ー
結
語
ー
ー
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
展
開
燦
丹
庶
蹄
南
（
茸
悔
）
。
五
八
59 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
処
理
を
中
心
と
し
て
レ
ー
マ
ソ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
み
た
。
こ
の
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
、
狭
義
の
生
産
経
済
と
し
て
の
経
営
を
問
題
と
し
、
そ
れ
以
外
の
財
務
信
用
経
済
関
係
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
思
考
は
、
国
民
経
済
の
所
得
産
出
を
問
題
と
し
た
た
め
に
と
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
民
経
済
所
得
産
出
を
考
え
る
場
合
、
も
は
や
流
通
面
に
お
け
る
財
務
経
済
現
象
は
意
味
を
も
た
ず
、
生
産
に
関
係
す
る
要
因
の
み
が
重
要
と
な
る
。
費
が
前
給
付
原
価
と
し
て
把
握
さ
れ
、
賃
借
設
備
・
建
物
が
実
体
資
本
貸
借
対
照
表
の
借
方
能
力
を
も
つ
の
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
が
た
と
え
個
別
経
営
の
観
点
か
ら
で
は
あ
っ
て
も
、
国
民
経
済
を
問
題
と
し
た
た
め
、
財
務
現
象
を
排
し
生
産
活
動
を
前
面
に
押
し
出
し
、
生
産
こ
そ
唯
一
の
価
値
創
造
産
出
要
因
で
あ
る
と
い
う
思
考
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
レ
ー
マ
ン
が
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
用
い
て
い
る
原
価
思
考
が
、
彼
の
い
う
原
価
計
算
上
の
原
価
で
は
な
く
、
ま
た
「
異
な
っ
た
目
的
の
た
め
に
異
な
っ
た
原
価
を
」
と
い
う
原
価
の
目
的
概
念
か
ら
、
こ
の
両
計
算
に
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
も
、
価
値
創
造
的
思
考
は
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
―
つ
の
発
展
方
向
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
主
観
的
。
個
別
経
営
的
な
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
原
価
理
論
は
回
（
山
上
）
そ
こ
で
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
、
賃
借
設
備
・
建
物
の
減
価
償
却
(
1
)
 
菌
4
0津
賑
冷
字
＂
（
拡
官
存
4
ヽ
て
ヽ
）
漉
誨
惹
辻
（
津
素
ュ
惹
藻
滞
）
津
誨
慨
官
賑
芝
津
L
甫
苓
帯
淫
菩
裾
華
濤
拡
官
賑
ミ
芯
濡
濤
津
崖
幕
満
8
摯
呻
8
需
潅
＂
'＝;l 
五
九
A
器「
1
A
婆
F
1
2
,
0
0
0
$
.
&
 
5
5
 
舘
,
0
0
0
3
7
.
5
0
 
字
浙
（
ヰ
糠
宙
jt”eC-＂図渇）
X 
X 
X 
X 
B
器「
1
B
誤
F
1
1
,
0
0
0
艇
官
110 
7
5
,
0
0
0
 
舘
〔完〕
そ
の
根
抵
に
お
い
て
国
民
経
済
の
価
値
法
則
に
規
定
さ
れ
、
国
民
経
済
の
再
生
産
過
程
に
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
扉
に
掲
げ
た
レ
ー
マ
ソ
の
言
葉
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
国
民
経
済
論
と
経
営
経
済
論
が
、
並
存
す
る
と
い
う
従
来
の
考
え
方
は
、
も
は
や
本
来
的
に
は
妥
当
し
な
い
で
、
原
則
と
し
て
、
全
体
経
済
的
な
し
か
も
個
別
経
営
的
な
理
論
が
矛
盾
の
な
い
成
果
を
導
き
出
し
得
る
・
・
・
・
・
・
』
ー
—
°
゜゚
入
—
ャ
入
「
藍
垣
囲
纏
」
且
0
今
\.JQ
1
喰
縣
団
（
ヨ
井
）
収
益
110,000 
110,000 
準
備
費
25,000 
75,000 
作
業
費
75,000 
25,000 
成
果
+
1
0
,
0
0
0
 
+
1
0
,
0
0
0
 
注
文
組
成
I
の
場
合
に
は
A
部
門
は
完
全
操
業
，
B
部
門
は
70
％
操
業
，
注
文
組
成
1I
の
場
合
に
は
逆
に
な
る
と
仮
定
す
る
と
：
〔
注
文
組
成
I
〕
A
部
門
B
部
門
収
益
110,000 
77,000 
準
備
費
25,000 
75,000 
作
業
費
75,000 
17,500 
成
果
+
1
0
,
0
0
0
 
-
1
5
,
5
0
0
 
〔
注
文
組
成
JI
〕
A
部
門
B
部
門
収
益
77,000 
110,000 
準
備
費
25,000 
75,000 
作
業
費
52,500 
25,000 
成
果
-
5
0
0
 
+
1
0
,
0
0
0
 
利
益
的
な
経
営
の
全
体
操
業
を
望
む
と
次
の
価
格
を
設
定
せ
ね
ば
な
ら
な
1,ヽ：
作
業
費
総
利
益
付
加
1
2
0
%
A
部
門
37.50 
45 
売
上
価
格
82.50 
こ
の
基
礎
で
の
注
文
組
成
rr
の
場
合
に
得
ら
れ
る
結
果
：
B
部
門25 
30 
55 
1
<
O
 
〔
注
文
組
成
Il
〕
A
部
門
B
部
門
収
益
115,000 
55,000 
準
備
費
25,000 
75,000 
作
業
費
52,500 
25;000 
成
果
+
3
8
,
0
0
0
 
-
4
5
,
0
0
0
 
(2) 
原
価
残
留
に
つ
い
て
・
操
業
と
時
間
原
価
及
び
給
付
原
価
と
の
同
時
的
な
展
開
を
統
計
的
に
把
握
：
3
0
a
~
c
表
参
照
•
横
軸
に
12の
観
察
月
を
も
っ
た
操
業
（
製
造
量
）
，
縦
軸
に
b
~
c
表
と
同
じ
も
の
を
仮
定
：
3
0
d
~
e
表
参
照
ぶ
操
業
変
動
に
お
け
る
原
価
残
留
あ
る
い
は
原
価
展
開
の
不
完
全
な
適
合
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
・
操
業
に
対
す
る
実
際
原
価
(16a
表
か
ら
•
実
線
）
と
計
算
上
の
理
想
原
価
（
特
別
数
式
か
ら
点
線
）
＜
次
式
参
照
＞
を
比
較
：
3
0
f
表
参
照
・
理
想
原
価
算
出
の
た
め
の
特
別
数
式
：
{
k
=
F
+
p
.
 m
+
z
 • m
2
 
k
 
F
 
=
—
+
p
+
z
•m
 
m
 
そ
こ
で
{”:：
¢t: =1,1
0
0
個
1
 
K
=
2
,
 70
0
+
5
•m
+
~
-I0
-2
•m
2
 
3
 
K
=
6
,
0
0
0
M
 
=
8
,
S
O
O
M
 
=
1
2
,
2
0
0
M
 
k
=
 2,
7
0
0
 
——
+
5
+
l•
1
0—2.m
 
m
 
・
 ~ ・
 3
 
3
0
a
表
操
業
と
原
価
の
同
時
的
展
開
月
1
操
業
1時
間
原
価
1給
付
原
価
II
月
＼
操
業
1時
間
原
価
1給
付
原
価
1
個
／
月
Iマ
Iレ五
Iマ
ル
ク
1個
11
1
個
／
月
1マ
ル
ク
1
月
1マ
ル
ク
1
個
1
 
500 
5600 
11.20 
7
 
1000 
11600 
11.60 
2
 
600 
6800 
11.35 
8
 
800 
9300 
11.64 
3
 
800 
8300 
10.39 
，
 700 
8400 
12.00 
4
 
1000 
10200 
10.20 
10 
600 
7500 
12.50 
5
 
1100 
12200 
11.09 
11 
400 
6000 
15.00 
6
 
1000 
12100 
12.10 
12 
500 
6300 
12.60 
3
0
b
表
操
業
と
時
間
原
価
の
同
時
的
展
開
21098765432 
lll 
1
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ヽ
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需
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ヽ
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¥
ン
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3
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5
 6
 1
 
8
 9
'
1
0
 
11 
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月
入
ー
ト
入
「
塞
阜
則
渥
」
且
0
今
¥-'Q
1
特
森
直
（
ヨ
斗
）
5432l098765432 
111111 
3
0
c
表
操
業
と
給
付
原
価
の
同
時
的
展
開
／＼ 
ヽ
＼
 
ソ
ヽ
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ヘ
／
 
ヽ
ごふ寸原
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一
＼
 
/
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-
ヽ
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7
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ヽ
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ヽ
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ヽ
ヽ
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ヽ
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I
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／
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1
1
1
2
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N9 
入
—
じ
入
「
藍
垣
則
纏
」
足
0
今
i-'Q
1
狼
條
回
（
ヨ
斗
）
3
0
d
表
時
間
原
価
と
操
業
の
函
数
関
係
1< 
1
 
1
 
3
0
e
表
給
付
原
価
と
操
業
の
函
数
関
係
X
 l
.
0
0
0
マ
ル
ク
／
月
1
5
 
マル
7/fn
1
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s
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理
オ
g
6
 ．
 
fs 
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1
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I
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l
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1
0
0
/
D／月
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喜
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ヽ
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1
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ヽ
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溶
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l
ヽ
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ぎ
ヽ
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L
翌匪
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虞I
 l 
燥
業
(
m
)
I
 
。
5 
1
0
 
X
l
O
Oイロ／月
3
0
f
表
原
価
と
理
想
及
び
実
際
操
業
と
の
比
較
操
業
c
m
)
I
 給
付
原
価
(
k
)
1
 
時
間
原
価
C
K
)
|K
及
び
K
マ
ル
ク
1個
マ
ル
ク
／
月
1
 
表
示
個
／
月
形
差
異
理
想
l
実
際
1
差
異
理
想
1
実
際
1
差
異
500 
12.07 
11.20 -
0
.
8
7
 
6033 
5600 
-
4
3
3
 
-
7
.
2
 
600 
11.50 
11.33 -
0
.
1
7
 
6900 
6800 
-
1
0
0
 
-
1
.
4
 
800 
11.04 
10.38 -
0
.
6
6
 
8833 
8300 
-
5
3
3
 
-
6
.
0
 
1000 
11.03 
10.20 -
0
.
8
3
 
11033 
10200 
-
8
3
3
 
-
7
.
6
 
1000 
11.03 
1
2
.
1
0
+
1
.
0
7
 
11033 
1
2
1
0
0
+
1
0
6
7
 
+
9
.
7
 
1000 
11.03, 11.60 +
0
.
5
7
 
11033 
11600 
+
5
6
7
 
+
5
.
1
 
800 
11.04 
11.64 +
0
.
6
0
 
8833 
9300 
+
4
6
7
 
+
5
.
3
 
700 
11.19 
12.00 +
0
.
8
1
 
7833 
8400 
+
5
6
7
 
+
7
.
2
 
600 
11.50 
1
2
.
5
0
+
1
.
0
0
 
6900 
7500 
+
6
0
0
 
+
8
.
7
 
,I ---400--,-13.008!7| .--15.00 +
 1.9523¥| .. 
5233,.. 
66030000!1 
.．十
726677
し
＋
14.
7-
…
 
500 
12. 
12.60 +
0
.
 
6033 
+
-
I
-
4
.
4
 
£9 
(3) 
購
買
・
販
売
・
管
理
に
役
立
つ
事
務
所
費
の
計
算
の
場
合
の
「
原
価
と
給
付
の
手
段
目
的
関
係
思
考
」
に
つ
い
て
•
最
適
原
価
の
計
算
と
非
経
済
性
（
原
価
補
償
不
足
，
原
価
補
償
超
過
）
の
確
認
：作
業
場
所
最
適
原
価
（
事
務
机
場
所
）
（
完
全
に
場
所
を
利
用
せ
る
原
価
）
購
買
2
 
X
 
5
2
.
5
0
M
 
=
 ・
 10
5
M
 
入
—
ト
入
「
墜
垣
則
纏
」
址
0
今
\--'Q
1
狼
條
m
 （ヨ
斗
）
売理
阪管
51 
5050 
．． 
5252 
xx 
=
 
2
6
2
.
5
0
 
=
 
52.50 
4
2
0
.
0
0
 
（
事
務
所
費
）
①
 
販
売
場
所
を
三
つ
に
し
た
場
合
作
業
場
所
当
り
実
際
原
価
は
7
0
マ
ル
ク
，
最
適
原
価
を
同
上
と
す
る
ど
105
マ
ル
ク
の
原
価
補
償
不
足
と
な
る
（
非
経
済
性
）
購
買
2
 
X
 
5
2
.
5
0
M
 
=
 
1
0
5
M
 
販
売
3
 
X
 
5
2
.
5
0
 
=
 
157.50 
管
理
1
 
X
 
5
2
.
5
0
 
=
 
5
2
.
5
0
 
原
価
補
償
不
足
②
 
管
理
場
所
を
二
つ
に
し
た
場
合
3
1
5
 
105 
4
2
0
M
 
作
業
場
所
当
り
実
際
原
価
は
4
6
.
6
7
マ
ル
ク
し
た
が
っ
て
52.50
マ
ル
ク
の
原
価
補
償
超
過
と
な
る
（
非
経
済
性
）
(4) 
他
の
関
係
は
同
一
と
し
，
原
価
財
価
格
が
I
の
場
合
は
騰
貴
，
II
の
場
合
は
同
様
9
]I
の
場
合
は
下
落
す
る
と
い
う
仮
定
：
①
I
～
皿
の
共
通
の
仮
定
：
開
始
貸
借
対
照
表
150,000 
設
備
資
産
修
正
200,000 
資
本
金
55,ooo I
 /
/
 
405,000 
設
備
資
産
主
要
材
料
手
持
品
貨
幣
価
値
項
目
15,000 
390,000 
405,000 
1< 
1
 
1
 
1
 
込
—
ャ
入
「
藍
追
制
縄
」
旦
0
ニ
ド
Q
1
特
條
団
（
ヨ
.J.-1)
1＜回
3
 
R
各
場
合
に
対
す
る
仮
定
：
3
1表
販
売
及
び
期
末
在
高
の
評
価
変
更
の
勘
定
計
算
a) 
主
要
材
料
I
 
]I 
][ 
貨
幣
価
値
項
目
期
首
在
高
（
特
別
単
位
）
1
0
,
0
0
0
 
1
0
,
0
0
0
 
1
0
,
0
0
0
 
|
 
I
 II 
I][ 
|
 
I
 TI 
I][ 
開
始
B
/
S
日
の
時
価
2
0
 
2
0
 
2
0
 
I
 
I
 
仕
入
量
（
特
別
洋
位
）
3
0
,
0
0
0
 
3
0
,
0
0
0
 
3
0
,
0
0
0
 
期
首
在
高
55,000 
55,000 
55,000 仕
そ
の
他
入費
645,000 600,000 555,000 
仕
入
価
格
（
平
均
）
2
1
.
5
0
 
2
0
 
1
8
.
5
0
 
売
上
960,000 880,000 800,000 用期
末
在
裔
215,000 200,000 185,000 
155,000 135,000 115,000 
消
費
量
（
特
別
単
位
）
3
2
,
0
0
0
 
3
2
,
0
0
0
 
3
2
,
0
0
0
 
売
上
日
の
時
価
（
平
均
）
2
2
 
2
0
 
1
8
 
1,015,000 935,000 855,000 
1,015,000 935,000 855,000 
期
末
在
高
（
特
別
単
位
）
8
,
0
0
0
 
8
,
0
0
0
 
8
,
0
0
0
 
閉
鎖
B
/
S
日
の
時
価
2
4
 
2
0
 
1
6
 
設
備
資
産
b
)
設
備
資
産
I
 I
 
|
 ]I 
|
 ][ 
I
 I
 I
 TI 
I]I 
支
払
っ
た
新
価
値
1
5
0
,
0
0
0
 
1
5
0
,
0
0
0
 
1
5
0
,
0
0
0
 
期
首
在
高
150,000 150,000 150,000 評
価
変
更
曹
7,500 
以
前
の
減
価
償
却
（
一
年
）
評
価
変
更
7,500 
期
末
在
高
157,500 150,000 142,500 
1
5
,
0
0
0
 
1
5
,
0
0
0
 
1
5
,
0
0
0
 
閉
鎖
B
/
S
日
の
時
価
1
5
7
,
5
0
0
 
1
5
0
,
0
0
0
 
1
4
2
,
5
0
0
 
157,500 150,000 150,000 
157,500 150,000 150,000 
以
前
の
減
価
償
却
の
時
価
1
5
,
7
5
0
 
1
5
,
0
0
0
 
1
4
,
2
5
0
 
減売上価償日価却
値
に
対
す
る
年
度
売
上
成
果
1
5
,
7
5
0
 
1
5
,
0
0
0
 
1
4
,
2
5
0
 
|
 I
 I
 JI 
I][ 
I
 I
 匹＿1•一一皿ー
C
)
そ
の
他
主
要
材
料
潰
704,000 640,000 576,000 売
上
960,000
880,000 800,000 
売
上
量
（
特
別
単
位
）
1
,
6
0
0
 
1
,
6
0
0
 
1
,
6
0
0
 
減
価
償
却
費
15,750 
15,000 
14,250 
売
上
価
格
6
0
0
 
5
5
0
 
5
0
0
 
そ
の
他
費
用
215,000 200,000 185,000 
そ
の
他
費
用
2
1
5
,
0
0
0
 
2
0
0
,
0
0
0
 
1
8
5
,
0
0
0
 
売
上
成
果
25,250 
25,000 
24,750 
③
 
阪
売
及
び
期
末
在
高
の
評
価
変
更
の
勘
定
計
算
：
960,000 880,000 800,000 
960,000 880, 000 800, 000 
3
1表，
3
2表
参
照
主
要
I
 1 I
 n I][ 
期
首
在
高
200,
0001200, 0001200, 00 
仕
入
645,
0001600, 0001555, 00 
評
価
変
更
51,0001 
-
I
 -
896, 0001800, 0001755, 00 
材
料
閉
鎖
貸
借
対
照
表
I
 I
 ]I I][ 
費
704,
0001640, 0001576, 000 
変
更
―
 
-
51,000 
末
在
高
192,0001160,000112s,ooo
896, 0001800, 0001755, 000 
設
備
資
産
修
正
評
価
変
更
期
末
在
高
59 
評
価
変
更
I
 I I
 
II 
I][ 
|
I
 I
 
II 
I][ 
設
備
資
産
修
正
750| 
-
―
 
主
要
材
料
51,000
-
-
主
要
材
料
―
-
5
1
,
0
0
0
設
備
資
庶
7,5001
-
I
 -
設
備
資
産
―
-
7,500
設
備
資
産
修
正
―
-
750 
物
的
価
値
騰
貴
57,750
ー
一
物
的
価
値
低
下
―
-
5
7
,
7
5
0
 
58,500
、
-
5
8
,
5
0
0
i
l
158,5001 
-
158,500 
入
—
r
入
「
基
垣
則
纏
」
址
0
今
\-'QI'
搬
條
四
（
ヨ
斗
）
|
 
I
 
|
 
]I 
|
 ][ 
I
 I
 
|
 rr 
|
 1lI 
設
備
資
産
157,500 150,000 142,500 設
修
備
資
産正
31,500 
30,000 
28,500 
主
要
材
料
192,000 160,000 128,000 期
首
資
本
390,000 390,000 390,000 
項
貨
幣
価
値目
155,000 135,000 115,000 物
騰
的
価
値貴
57,750 
物
低
的
価
値下
57,750 売
上
利
益
25,250 
25,000 
24,750 
504,500 445,000 443,250 
504,500 445,000 443,250 
3
2表
株
式
会
社
法
§
1
3
3
条
規
定
に
よ
る
計
算
貸
借
対
照
表
借
方
費
方
I
 I
 JI 
I
 皿
I
 I
 I[ 
I
 ][ 
設
備
資
産
150,000 
150,000 
150,000 
．
 
主
要
材
料
172,000 
160,000 
128,000 
貨
幣
価
値
項
目
155,000 
135,000 
115,000 
設
備
資
産
修
正
30,000 
30,000 
30,000 
期
首
資
本
390,000 
390,000 
390,000 
損
益
27,000 
57,000 
25,000 
417, 000 
445, 000 
420, 000 
4
 
77, 000 
445, 000 
420, 000 
(5) 
収
益
価
格
概
念
の
本
質
及
び
収
益
価
格
の
計
算
取
扱
い
に
つ
い
て
例
：
化
学
工
業
に
お
い
て
主
要
材
料
(
G
)
は
連
結
生
産
で
加
工
さ
れ
，
三
1＜甘
99 
△
ー
ヤ
入
I藍
追
則
縄
」
且
0
今
¥
J
Q
1
喩
條
回
（
ヨ
斗
）
つ
の
販
売
部
門
に
よ
っ
て
差
異
の
生
ず
る
三
つ
の
部
分
製
品
A
•
B
•
C
が
製
造
さ
れ
る
場
合
の
原
価
：
180
マ
ル
ク
の
入
帳
価
格
の
基
礎
材
料
費
2,000t=360,000
マ
ル
ク
加
工
費
＝
531,000 
A
売
上
に
対
す
る
販
売
費
BC 
” ” 
IIII 
=
1
0
0
,
0
0
0
 
=
 12,000 
=
 
5,000 
1,008,000
マ
Iレ
ク
A
か
ら
の
売
上
（
総
販
売
価
格
）
：
 
l
O
O
M
で
10,000dz=l,000,000
マ
ル
ク
:
 4
0
M
で
2
,
0
0
0
d
z
=
80,000 
5
0
M
で
5
,
0
0
0
d
z
=
25,000 
BC 
”
 
”
 
1,105,000
マ
ル
ク
問
題
：a)
部
分
製
品
A
B
C
の
引
渡
価
格
(dz
の
当
り
）
の
計
算
b
)
基
礎
材
料
の
消
費
（
使
用
）
収
益
価
格
の
設
定
と
，
単
位
址
(
t
)
当
り
の
消
費
（
使
用
）
成
果
の
計
算
C
)
部
分
製
品
A
B
C
に
対
す
る
（
固
定
的
）
製
造
原
価
価
格
の
設
定
(
B
/
S
手
持
品
評
価
の
場
合
）
解
答
：a)
引
渡
価
格
は
次
の
通
り
A
に
対
し
て
：
100-(100,000
司
1
0
,
0
0
0
)
=
9
0
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
1< 1< 
B
に
対
し
て
：
4
0
-
(
1
2
,
0
0
0
+
2
,
0
0
0
)
=
3
4
 
C
 
11 
:
 5
-
(
5
,
0
0
0
+
5
,
0
0
0
)
=
4
 
b
)
 
A
の
引
渡
価
格
＝
10, OOOdz x
 90
=
 900,000
マ
ル
ク
B
 
11 
=
 
2,000 
X
3
4
=
 68,000 
C
 
11 
=
 
5,000 
x
 4
=
 20,000 
988,000
マ
ル
ク
ー
）
加
工
費
531,000 
材
料
2,000t
に
対
す
る
使
用
（
消
費
）
収
益
価
値
457,000
マ
ル
ク
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
＝
457,000
マ
ル
ク
2,000t 
=
2
2
8
.
5
0
マ
ル
ク
(
t
当
り
）
消
費
（
使
用
）
成
果
＝
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
ー
入
帳
価
格
228.50
マ
ル
ク
ー
180
マ
ル
ク
＝
48.50
マ
ル
ク
(
t
当
り
）
c
)
 
A
B
C
に
対
す
る
総
引
渡
価
格
基
礎
材
料
費
360,000
マ
ル
ク
加
工
費
531,000
マ
ル
ク
製
造
原
価
891,000
マ
ル
ク
891,000
マ
ル
ク
＝
9
0
.
2
%
差
異
97,000
マ
ル
ク
＝
亙
亙
召
こ
の
％
が
固
定
的
性
質
と
す
る
と
部
分
製
品
の
製
造
原
価
価
格
は
次
の
通
り
：
988,000
マ
ル
ク
＝
1
0
0
%
A
 
9
0
-
9
.
8
彩
＝
81.18
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
B
 
3
4
-
9
.
8
彩
＝
30.67
C
 
4
-
9
.
8
飴
＝
3.61
(6) 
自
家
発
電
工
場
を
も
つ
化
学
工
業
が
年
間
k
w
h
当
り
1.2pfg
の
原
価
で
50Mill.kwh
を
供
給
し
，
次
い
で
k
w
h
当
り
2.5pfg
で
150Mill.
k
w
h
を
供
給
し
，
そ
れ
以
上
は
k
w
h
当
り
で
6
.
3
p
f
g
か
か
る
と
仮
定
：
（
経
営
設
備
の
電
流
最
高
量
は
300Mill.kwh
と
す
る
）
•
利
益
的
価
格
k
w
h
当
り
1.2
p
f
g
 
・
非
利
益
的
価
格
6
.
3
p
f
g
 
•
平
均
的
電
流
価
格
は
次
の
通
り
：
電
流
消
費
平
均
電
流
価
格
(
k
w
h
当
り
）
40 M
i
l
l
.
k
w
h
 
1.20 p
f
g
 
平
均
原
価
価
格
（
計
算
さ
れ
た
）
＝
2.16
非
利
益
的
価
格
＝
2.40
(8) 
連
結
生
産
を
行
う
経
営
に
お
い
て
部
分
製
品
A
（
主
製
品
）
及
び
B
（副
製
品
）
を
製
造
し
，
A
製
品
3dz,
B
製
品
ldz
の
割
合
で
，
d
z
当
り
の
連
結
製
品
の
製
造
原
価
450
マ
ル
ク
と
仮
定
：
種
々
の
消
費
可
能
性
に
対
す
る
部
分
製
品
の
引
渡
価
格
は
次
の
通
り
：
製
品
A
1
階
層
50dz,
d
z
当
り
8
0
0
マ
ル
ク
2
 
II 
40 I
I
.
 
700 
3
 
II 
6011 
650 
製
品
B
lOdz, 
d
z
当
り
150
マ
ル
ク
1511 
120 
1011 
120 
120 
// 
200 
II 
280 
II 
300 
II 
1.96 
II 
2.18 
11 
3.35 
11 
3.55 
II 
L9 
(7) 
次
の
三
つ
の
鉱
坑
経
営
部
門
を
も
つ
鉱
山
業
を
前
提
：
経
営
A
採
掘
量
70.000t
採
掘
量
2
マ
ル
ク
(t
当
り
）
11 
B
 
11 
80,000 
11 
2.15 
11 
C
 
11 
50,000 
11 
2.40 
し
た
が
っ
て
利
益
的
価
格
＝
2
マ
ル
ク
(
t
当
り
）
入
ー
ヤ
入
「
基
垣
則
纏
」
址
0
今
¥J
Q
 1
狼
條
囮
（
ヨ
井
）
4
 "
 
80 "
 
500 
30 "
 
70 
5
 "
 
70// 
400 
20,, 
50 
①
 
求
め
る
最
高
の
製
造
量
は
次
の
通
り
：
A
l
5
0
d
z
 +
 B5
0
d
z
 =
 200dz
連
結
製
品
即
ち
製
造
量
少
な
る
場
合
に
は
利
益
可
能
性
を
十
分
に
利
用
し
得
ず
，
製
造
量
大
な
る
場
合
に
は
十
分
な
原
価
補
償
を
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
計
算
ほ
次
の
通
り
：
a
)
 
A
 
3dz, 
650
マ
ル
ク
当
り
(
3
階
層
）
＝
1,950
マ
ル
ク
B
 
ldz, 
70 
/I 
(
4
階
層
）
＝
70 
2,020
マ
ル
ク
d
z
当
り
連
結
製
品
の
収
益
＝
505
マ
ル
ク
＞
450
マ
Jレ
ク
(=¼) 
1<
ギ
g9 
込
ー
ヤ
入
「
基
垣
剖
縄
」
且
0
今
1--'Q
1
 -1¥11'條
四
（
ヨ
廿
）
b
)
 A
 3dz, 
500
マ
ル
ク
当
り
(
4
階
層
）
＝
1,500
マ
ル
ク
B
 l
d
z
 
7011 
(
4
階
層
）
＝
7
0
 
1,570
マ
ル
ク
d
z
当
り
連
結
製
品
の
収
益
＝
392.50
マ
ル
ク
<
4
5
0
(
1
)
 
マ
ル
ク
＝
 4
 
R
 
最
高
製
造
の
下
で
の
部
分
製
品
の
利
益
的
，
非
利
益
的
及
び
乎
均
的
収
益
価
格
（
引
渡
価
格
）
の
確
定
：
a
)
利
益
的
収
益
価
格
A
製
品
…
•••800
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
B
 
II 
・・・・・・
150
b
)
非
利
益
的
収
益
価
格
A
製
品
…
…
650
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
B
 11...... 
7
0
 
c
)
（
計
算
せ
る
）
平
均
収
益
価
格
：
A
 50dz, 
d
z
当
り
800
マ
ル
ク
＝
40,000
マ
ル
ク
A
 40 dz, 
700 
=
 28,000 
A
 60dz, 
1
5
0
d
z
 
650 
=
 39,000 
=
1
0
7
,
0
0
0
マ
ル
ク
:. 
107,000
マ
ル
ク
＋
1
5
0
=
7
1
3
.
3
3
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
B
l
O
d
z
,
 
d
z
当
り
150
マ
ル
ク
＝
1,500
マ
ル
ク
B
1
5
d
z
,
 
120 
=
1
,
8
0
0
 
B
l
O
d
z
,
 
100 
=
1
,
0
0
0
 
1<
＜
 
B
1
5
d
z
,
 
5
0
d
z
 
7
0
 
=
1
,
0
5
0
 
=
5
,
3
5
0
マ
ル
ク
:. 
5,350
マ
ル
ク
+
5
0
=
1
0
7
マ
ル
ク
(dz
当
り
）
(9) 
次
の
数
字
が
仮
定
と
し
て
与
え
ら
れ
る
：
A
部
門
B
部
門
主
要
材
料
需
要
5
,
0
0
0
k
g
 
12,500kg 
給
付
（
異
な
る
製
品
の
）
100
単
位
500
単
位
製
品
引
渡
価
格
184.80
マ
ル
ク
／
単
位
57.75
マ
ル
ク
／
単
位
な
お
主
要
材
料
の
入
帳
価
格
は
1
0
0
k
g
当
り
8
4
マ
ル
ク
で
限
定
し
て
処
理
さ
れ
る
両
経
営
部
門
の
製
造
原
価
計
算
の
結
果
は
次
の
通
り
：
主
要
材
料
費
加
工
費
総
製
造
原
価
製
造
製
造
単
価
168
マ
ル
ク
／
単
位
52.50
マ
ル
ク
／
単
位
a
)
二
つ
の
製
品
の
単
位
製
造
原
価
と
引
渡
原
価
を
比
較
す
る
と
，
両
製
品
に
対
し
て
製
造
原
価
の
10
形
で
関
係
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
b
)
材
料
の
消
費
可
能
性
と
主
要
材
料
の
加
工
収
益
価
格
の
計
算
：
A
部
門
B
部
門
A
部
門
B
部
門
4,200
マ
ル
ク
10,500
マ
ル
ク
12,600 
15,750 
16,800
マ
ル
ク
26,250
マ
ル
ク
100
単
位
500
単
位
総
引
渡
収
益
18,480
マ
ル
ク
（
給
付
X
引
渡
価
格
）
28,875
マ
ル
ク
加
工
費
12,.600 
15.750 
総
加
工
収
益
5,880 
13,125 
主
要
材
料
消
費
量
5,000kg 
12,500kg 
主
要
材
料
加
工
収
益
117.60
マ
ル
ク
105
マ
ル
ク
(100kg
当
り
）
故
に
入
帳
価
格
(84
マ
ル
ク
）
と
関
係
さ
す
と
，
主
要
材
料
加
工
収
益
ほ
，
A
部
門
の
消
費
の
場
合
28
彩，
B
部
門
の
場
合
2
5
%
が
役
立
つ
こ
と
が
判
明
す
る
。
C
)
主
要
材
料
の
利
益
的
，
非
利
益
的
及
び
，
平
均
加
工
収
益
価
格
：
利
益
的
収
益
価
格
•
•
…
…
…
…
…
•117.60
マ
ル
ク
／
100kg
（
計
算
し
た
）
平
均
収
益
価
格
…
…
108.66
マ
ル
ク
／
1
0
0
k
g
非
利
益
的
収
益
価
格
…
…
…
…
…
105
マ
ル
ク
／
1
0
0
k
g
(10) 
経
営
が
以
前
に
1,600
単
位
を
製
造
し
，
そ
の
場
合
単
位
当
り
82
マ
ル
ク
の
販
売
価
格
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
：
a
)
総
利
益
の
計
算
（
不
足
操
業
）
収
益
＝
1,600単
位
，
82
マ
ル
ク
で
＝
131,200
マ
ル
ク
1,600
単
位
の
原
価
(19a
表
参
照
）
＝
126,400
マ
ル
ク
利
益
＝
4,800
マ
ル
ク
収
益
：
1,600
単
位
，
82
マ
ル
ク
で
＝
131,200
マ
ル
ク
400
単
位
，
63
マ
ル
ク
で
＝
25,200
マ
ル
ク
156,400
マ
ル
ク
2,000
単
位
の
原
価
(
1
9
a
表）
151,600
マ
ル
ク
利
益
4,800
マ
ル
ク
b
)
総
利
益
の
計
算
（
超
過
操
業
）
収
益
＝
2,800
単
位
，
82
マ
ル
ク
で
＝
229,600
マ
ル
ク
2,800
単
位
の
原
価
(
1
9
a
表）
＝
211,600
マ
ル
ク
利
益
＝
18,000
マ
ル
ク
18,000
マ
ル
ク
を
不
変
と
し
，
400単
位
の
追
加
製
造
を
行
う
湯
合
の
最
低
価
格
の
計
算
：
87
マ
ル
ク
(83
マ
ル
ク
と
91
マ
ル
ク
の
平
均
）
の
微
分
原
価
が
必
要
検
算
：
収
益
：
2,800
単
位
，
82
マ
ル
ク
で
＝
229,600
マ
ル
ク
400
単
位
，
87
マ
ル
ク
で
＝
34,800
マ
ル
ク
264,400
マ
ル
ク
3,200
単
位
の
原
価
(
1
9
a
表）
碑
，
400
マ
ル
ク
利
益
18,000
マ
ル
ク
(11) 
加
工
・
及
び
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
(23表
）
に
つ
い
て
69 
400
単
位
の
追
加
製
造
の
場
合
，
4,800
マ
ル
ク
の
利
益
を
確
保
し
531,000
マ
ル
ク
乃
至
t
当
り
265.50
マ
ル
ク
の
加
工
費
（
付
表
5
の
計
よ
う
と
す
る
場
合
の
最
低
価
格
の
計
算
：
算
例
に
よ
る
）
が
，
実
際
，
最
適
あ
る
い
は
差
異
も
し
く
は
微
分
原
価
と
59
マ
ル
ク
と
67
マ
ル
ク
の
平
均
の
63
マ
ル
ク
の
微
分
原
価
が
可
し
て
計
算
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
次
の
等
式
が
与
え
ら
れ
る
：
検
算
：
（
実
際
加
工
費
に
つ
い
て
）
ら
一
ヤ
入
「
基
垣
則
纏
」
M~:,.\-'Ql-JN'
條
回
（
ヨ
.1-J)
1<
ぺ
OL 
入
ー
ヤ
入
「
藍
垣
囲
遡
」
以
0
二
P
Q
1
将
船
町
（
三
井
）
K
=
F
+
〔P
＋
が
m
〕m
し
た
が
っ
て
K
=
2
3
1
,
0
0
0
+
〔9
0
+
0
.
0
3加
m
を
仮
定
又
次
の
種
々
の
加
工
費
を
得
る
：
実
際
加
工
費
＝
531,000
マ
ル
ク
乃
至
265.50
マ
ル
ク
／
t
当
り
最
適
加
工
費
＝
515,000
II 
257.50 
II 
差
異
加
工
費
＝
300,000
II 
150 
II 
微
分
加
工
費
＝
420,
000 
II 
210 
II 
基
礎
材
料
に
対
す
る
収
益
価
格
に
到
着
す
る
た
め
に
製
品
総
引
渡
価
格
を
用
い
る
と
（
付
表
5
の
計
算
例
参
照
）
：
 
a
)
引
渡
価
値
988,000
マ
ル
ク
実
際
加
工
費
531,000 
実
際
使
用
（
消
費
）
収
益
価
値
457,000
マ
ル
ク
実
際
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
457,000
マ
Iレク
+2,000(t)
=
2
2
8
.
5
0
マ
ル
ク
／
t
b
)
同
上
の
計
算
で
最
適
使
用
（
消
費
）
収
益
価
値
＝
473,000
マ
ル
ク
最
適
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
＝
236.50
マ
ル
ク
／
t
C
)
同
上
の
計
算
で
差
異
使
用
（
消
費
）
収
益
価
値
＝
688,000
マ
ル
ク
差
異
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
＝
344
マ
ル
ク
／
t
d
)
同
上
の
計
算
で
・
微
分
使
用
（
消
費
）
収
益
価
値
＝
568,000
マ
ル
ク
微
分
使
用
（
消
費
）
収
益
価
格
＝
284
マ
ル
ク
／
t
ギ
〇
＜
付
記
＞
本
稲
jで
ほ
，
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
経
営
理
論
体
系
に
お
け
る
地
位
，
そ
の
理
論
的
構
造
を
主
と
し
て
解
明
し
た
。
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
歴
史
的
発
展
段
階
，
ド
イ
ツ
原
価
理
諭
に
お
け
る
位
置
づ
け
•
特
徴
等
に
関
し
て
は
，
次
稿
「
レ
ー
マ
ソ
原
価
理
論
の
発
展
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
(1960.4.1)
